
質 問 順 位 ４ 質 問 者 三 上 裕 久 議員

件 名 項 目 要 旨 メ モ

１．市政運営の基本的な

考え方

１．地方創生臨時交付金の活用に

ついて

１．新型コロナウイルス感染症対策として、地方創生臨時交付金の活

用は理解できるが、市民生活・経済活動を考えるとき、ハード事業

よりソフト事業への配分を増やすべきと考えるが配分における判

断は何かを伺う。

２．ウイズコロナ・アフターコロ

ナを見据えたまちづくりにつ

いて

１．ワーケーション推進事業の具体的な施策を伺う。また、北海道が

設置している北海道型ワーケーションポータルサイトに本市がま

だ紹介されていないが、その理由を伺う。

３．滝川市文化センターの建て替

えについて

１．市としての考えをいつまでに示し、それに伴う予定事業費及び財

源をどのように調達するのかを明確にしなければ、先に進まないと

考えるが、見解を伺う。

４．新滝川市総合計画における駅

前・駅裏の方向性について

１．新滝川市総合計画の中で駅前・駅裏の再開発をどのように考える

のか、現段階での方向性を伺う。
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質 問 順 位 ４ 質 問 者 三 上 裕 久 議員

件 名 項 目 要 旨 メ モ

２．元気な産業と活力あ

るまちづくり

１．新規就農者の育成確保につい

て

１．農地を継承するための第三者経営継承は、離農者と新規就農者と

のコーディネートが肝要であるが、どのように進めるのかを伺う。

また、農家戸数の減少に対する有効な施策となるのかを伺う。

２．市内新卒者の地元定着につい

て

１．地元定着を促進するための方策として地元企業に５年間勤めた新

卒者へ市独自の支援金を交付するなどの考えがないかを伺う。

３．豊かな資源を活かし

た魅力あふれるまち

づくり

１．観光資源を活用した取り組み

について

１．1986年以来のキャンプブームの到来で、石狩川沿いをアウトドア

の一大拠点とする考えについて伺う。

２．観光拠点としての道の駅たき

かわについて

１．地域農産物の販売において端境期に地元食材をいかに品揃えでき

るかが課題であるが、冬場などに提供できる産品の開発についての

考えを伺う。また、将来的に外客を誘導するための高速道路直結の

スマートインターチェンジの整備について検討すべきと考えるが

見解を伺う。
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質 問 順 位 ４ 質 問 者 三 上 裕 久 議員

件 名 項 目 要 旨 メ モ

３．外国人受入対応及び生活支援

事業について

１．コロナ禍での受け入れに困難が生じると考えるが、どのような支

援を行うのか、また、多文化に対する理解を深めるための施策を伺

う。

４．機能的な生活基盤の

充実したまちづくり

１．人口減少・超高齢社会に対応

したまちづくりについて

１．人口減少・超高齢社会においてはコンパクトなまちづくりを進め

るために幅広い施策を実施することが求められるが、具体的な誘導

策を伺う。

２．これからの公園改修について

の基本的な考えについて

１．少子高齢化の時代、公園のあり方も変わりつつあるが、地域住民

の世帯構成など居住実態にあわせた改修が求められるが、基本的な

考えを伺う。

３．既存公営住宅の建て替えにつ

いて

１．将来の人口減少を見据えた公営住宅の建て替えになると考える

が、滝川市公営住宅等長寿命化計画（第二期）に沿ったものとなる

のかを伺う。
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質 問 順 位 ４ 質 問 者 三 上 裕 久 議員

件 名 項 目 要 旨 メ モ

５．誰もが住みよい安全

安心なまちづくり

１．路線バスのあり方について １．通勤、通学、買い物、通院等交通手段としての路線バスのニーズ

の高さがある一方、路線数の減少、減便など今後、避けることがで

きない現実があるが、どのように考えているのかを伺う。

２．介護予防の取組み・認知症本

人と支える家族への支援につ

いて

１．介護予防の取組み及び認知症本人とその家族への支援の充実を図

るための具体的な方策を伺う。

３．脳ドック健診の助成について １．特定健診とのセット受診は、好評のようだが、働き盛りの年齢層

に絞り込んだ受診勧奨にもっとシフトすべきと考えるが見解を伺

う。

４．市立病院の看護師確保対策に

ついて

１．院内保育所は、これまでの経過からも定員を拡充したとしても中

途、新規採用、離職防止につながらないのではと考える。職場環境

の劣悪、過重労働など他に問題があるのではと考えるが見解を伺

う。
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質 問 順 位 ４ 質 問 者 三 上 裕 久 議員

件 名 項 目 要 旨 メ モ

５．水害タイムラインの住民周知

の徹底について

１．水害が発生したときに水害タイムラインで災害対応を検証してき

たことが生きると信じているが、最大の課題は、住民にどのように

浸透させることができるかだと考える。水害タイムラインを活用し

て地域が一体となって迅速な災害対応ができるための手法を伺う。

６．空家対策について １．滝川市空家等対策計画ができたことで、一歩前進したと考えるが、

所有者不明の空家、土地などの課題を解決するためには、山積する

課題がある。計画の実効性について伺う。

６．未来へはばたく子ど

もたちを育むまちづ

くり

１．子育て支援事業について １．新生児聴覚検査費用助成、新生児誕生にあわせておむつやミルク

を購入するためのクーポン券及びごみ袋を配付するといった支援

事業は、育児の家計負担を緩和するために助かると考えるが、子育

てにおける精神面の負担を軽減するための支援策を伺う。

２．國學院大學との連携について １．新年度開設される國學院大學観光まちづくり学部が本市の地域資

源を発掘・活用して、観光を通じて地域の活性化に結びつく新たな

地域連携につながればと考えるが、見解を伺う。
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質 問 順 位 ４ 質 問 者 三 上 裕 久 議員

件 名 項 目 要 旨 メ モ

７．市民が活躍するまち

づくり

１．持続可能な地域活動について １．昨今の町内会役員の高齢化、なり手不足など山積する課題の中で、

町内会などのあり方とコミュニティセンターの運営方法について

見直しを考えるべきだと思うが、具体的にどのような方向性、具体

策があるのかを伺う。

２．（仮称）滝川市民交流プラザ

について

１．今年４月にオープンする（仮称）滝川市民交流プラザの市民の利

便性について、どう考えているのか伺う。

８．効率的な行政運営に

よるまちづくり

１．関係人口の創出に向けた取り

組みについて

１．具体的な取り組みについて伺う。また、総務省の「関係人口創出・

拡大事業」を使って、積極的に進めるべきと考えるが見解を伺う。

２．「中空知定住自立圏構想」に

ついて

１．圏域全体の活性化を図ることを目的に連携・協力することになっ

ているが、その先に新たな発展はあり得るのかを伺う。
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質 問 順 位 ４ 質 問 者 三 上 裕 久 議員

件 名 項 目 要 旨 メ モ

３．ふるさと納税のPR事業につ
いて

１．寄付者との交流を通して、継続的なつながりを持てるような仕組

みを構築することで、関係人口の創出を考えることへの見解を伺

う。

４．マイナンバーカードの更なる

普及について

１．マイナンバーカードの普及については、全道の中では上位に位置

しているが、市民の利便性向上へ向けて更なる普及を目指すべきと

考えるが見解を伺う。

５．自治体デジタルトランスフォ

ーメーションによる利便性向

上について

１．自治体ＤＸの目的は、市民の利便性向上であるが、市役所業務の

効率化にとどまることなく、地域課題の解決までに発展させなけれ

ばならないと考えるが、どのように考えているのかを伺う。

９．教育行政 １．学校教育について １．ＩＣＴ環境の充実が求められる一方で家庭環境、所得などによる

ＩＣＴ格差を生まないための取り組みについて伺う。
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質 問 順 位 ４ 質 問 者 三 上 裕 久 議員

件 名 項 目 要 旨 メ モ

２．ＩＣＴ教育においてコロナ禍の休校による影響や教職員の指導力

の差などが予想される。ＩＣＴ教育の環境下における子どもたちの

学力の遅れ（学力格差）を生まないための取り組みについて伺う。

３．コロナによる入国規制でＡＬＴの配置に不足が生じることがない

のかを伺う。

４．不登校児童生徒への対応について、３つの視点以外に考えられる

支援策について。

５．いじめの防止対策における教職員と学校いじめ対策組織、学校と

教育委員会との連携について伺う。
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質 問 順 位 ４ 質 問 者 三 上 裕 久 議員

件 名 項 目 要 旨 メ モ

２．社会教育について １．人造石油滝川工場についての特別展を開催する上で、ＳＮＳの活

用や自治体クラウドファンディングを活用して広く周知すること

への考えを伺う。
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